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今年度の主題聖句
あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者になり、

　　　　　　　いちばん上になりたい者は、皆の僕になりなさい。
（マタイによる福音書  第20章26、27節）

しもべ

　１１月１６日（水）は、学院創立１42周年記念日です。学院のルーツをたどると、１８７４（明治７）
年に東京・麻布の本村町に開設されたスクーンメーカーの女子小学校に行きつきます。
ドーラ・E・スクーンメーカー（１８５１～１９３４）は、２３歳の若さで米国のメソジスト監督教会
から初めて日本に派遣された女性宣教師でした。彼女は米国で小・中学校の教師をした
経験を生かし、小学校、しかも女子教育からその働きを開始しました。
　しかし当時の封建的な日本社会は女子教育を行うまで発展しておらず、教具もままなら
ないまま、１０畳たらずの部屋に男子を含めて数人での授業でした。やがてそれが、「救世
学校」「海岸女学校」と発展し、別に発展してきた「美會神学校」「耕教学舎（東京英学校）」
と合流して青山の地で「青山学院」となり、現在に至っています。その間の多くの先達の
信仰的な祈りと努力が、今もキリスト教信仰にもとづいた学問教育の伝統となって青
山学院に脈々と流れています。

青山学院創立記念日

キリスト教のシンボル ［23］

　「鐘」は古くから教会のシンボルと

しての役割を果たしてきました。日本では

あまり教会の鐘というイメージが浸透

していませんが、ヨーロッパの教会の

鐘が街中に鳴り響く様子は馴染みの

情景です。教会の鐘は、街中に時を告げ

知らせたり、礼拝の開始や終了の合図を

したりしながら、人々の生活のリズムを作り上げ

てきました。人々は、鐘の音を聞くたびに、神の臨在を感じ、聖書のメッセージを想い

起こし、自らの生活を律してきたのです。いくつかの教会では、礼拝の開始時や

終了時だけではなく、「主の祈り」を祈るときや聖礼典が執行されるときにも鐘を

鳴らします。それは、やむを得ない事情で教会に集えない人たちも、その瞬間を

覚えて共に祈ることのできるようにするためです。

「鐘」

日　時　１１月２９日（火）  １２時４０分～１３時１０分
場　所　青山キャンパス  ガウチャー記念礼拝堂
演　奏　作井  清雅子 （大学オルガニスト）

ランチタイム・コンサート

イエス・キリストの降誕を待望する「待降節」を期して礼拝を行い、各キャンパスの
クリスマス・ツリーに灯をともします。当日は授業を短縮して行います。
　日　時　１１月２５日（金）  青山キャンパス   １７時５０分～１８時３０分
　　　　　　　　　　   相模原キャンパス   １６時４０分～１７時２０分

青山学院クリスマス・ツリー点火祭　～降誕を待ち望む礼拝～

　会　期　１１月２９日（火）～１２月１４日（水） 

　テーマ　「善悪を知る木」

　内　容　本学院の幼稚園から大学院までの園児・児童・生徒・学生たちによるクリスマスに

　　　　　ちなんだ美術作品の展示他、スタンプラリーやもみの木の飾りつけなどもあります。

　展示場所　短大ギャラリー、ガウチャー記念礼拝堂ロビー、本部ロビー 他。

Art・クリスマス・Aoyama

聖書を学んでみたい方、キリスト教と他の思想、文学、時事問題等との関わりに興味がある方、
どうぞ気軽にご参加ください。くわしくは、各キャンパスの宗教センターにお尋ねください。

「聖書とキリスト教文化に親しむ会」参加者募集中です！

Wesley Hall News No.122 が発行されました。
  各キャンパス宗教センター、礼拝堂で配布しています。ぜひお読み下さい。



今週の聖句
解説：聖書には、神さまが私たち人間を深く愛し、多くの恵みを与えてくださっていることが記されています。その感謝の応答として、私たちは心からの謙遜と優しさ、穏やかさを
身に着けるように勧められています。また、「寛容（マクロスミアス）」というギリシア語は、長い心、つまり気長を意味しています。気長であれば、自分自身に対しても他者に対しても
イライラすることはありません。効率ばかりが重んじられる世の中ですが、少し立ち止まって、聖書の御言葉に耳を傾けてみませんか？

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル

「一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさい。」（エフェソの信徒への手紙  第4章2節）

（月～金・10時30分～11時）　　（夕礼拝／火・18時～18時30分）

11月14日（月）11月14日（月） 11月15日（火） 11月16日（水）

11月17日（木） 11月18日（金）11月17日（木）

11月15日（火） 11月15日（火）

11月16日（水） 11月18日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奉　唱
説　教

祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　身﨑真理子

（茶色） Ⅱ212
ルカ 24：13～35
　　　　（新160頁）
“Teach Me, O Lord”
「エルサレムを向くか、
　　  エマオを向くか」

（茶色） Ⅱ212

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 121
マタイ 25：31～40
　　　　  （新50頁）
「この最も小さい
　　　　者の一人に」

（茶色） 540

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　羽柴　真樹

（灰色） 531
コロサイ 3：1～4
　　　　（新371頁）
「隠されている命」

（灰色） 29

司式　福嶋　裕子
説教　河野　克也
　　　（中山キリスト教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） Ⅱ164
Ⅱテモテ 4：6～8
　　　　（新394頁）
「義の栄冠」

（茶色） 540

司式　藤原　淳賀
説教　岸　　俊彦
　　　 （経堂北教会牧師）

司式　福嶋　裕子
説教　松木　　進
　　　 （八王子教会牧師）

司会　教2 後藤友香里
説教　山畑　　謙
　　　 （小金井緑町教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） Ⅱ162
Ⅰペトロ 2：24
　　　  （新431頁）
「行々て
　　たふれ伏すとも」

（茶色） 544

司式　大島　　力
奨励　芹田　敏夫
　　　 （経済学部教授）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（茶色） 494
ヨナ 3：1～10
　　　 （旧1447頁）
「預言は当たるのか？」

（茶色） 539

説教　塩谷　直也
　　　 （大学宗教主任）

夕礼拝

讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

説教　髙砂　民宣
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） 498
ルカ 11：9～13
　　　　（新128頁）
「祈りのこたえ」

（茶色） 541

司　式　シュー土戸 ポール
メッセージ　八木　浩史
　　　　   （奥沢教会牧師）

聖　書

　

メッセージ

　  「広さ、長さ、高さ、深さ」

エフェソ 3：14～19

　　　  （新355頁）

コンテンポラリー礼拝

ピ アノ 飯　　靖子

証詞　社2 山﨑雄太郎

聖　書

　

証　詞

「SHOW BY WORSHIP!!」

エフェソ 5：6～20

　　　  （新357頁）

青山キリスト教学生会による礼拝
コンテンポラリー礼拝司式　森島　　豊

説教　藤本　　満
（インマヌエル高津キリスト教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（灰色） 6
コヘレト 12：１
　　　 （旧1047頁）
「あなたの創造主に
　　　　心を留めよ」

（灰色） 24

創立記念礼拝

司会　David Reedy
説教　愛澤　豊重
　　　 （横浜菊名教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 393（1,2,4節）
エフェソ 5：１,2
　　　　（新357頁）
「愛と希望をもって」

（灰色） 24

創立記念礼拝


